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◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

公共施設やイベントなど利用時のお願い▷新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用の際はマ
スクの着用や、ごみの持ち帰りなどにご協力をお願いします。また、利用の前には自宅で検温し、体
調不良の方は利用を控えてください。

歳入 歳出
人件費
94億1,286万円(14.4%)
扶助費
214億3,710万円(32.7%)

公債費
34億9,344万円(5.3%)
物件費
105億8,701万円(16.1%)
補助費など
91億6,770万円(14.0%)
繰出金
60億5,200万円(9.2%)
普通建設事業費
27億5,238万円(4.2%)積立金など

26億6,593万円(4.1%)

市税
318億8,613万円
(47.1%)

各種交付金･
市債(臨時財政対策債)など
98億6,200万円(14.5%)

国庫支出金
119億5,752万円(17.7%)

都支出金
94億9,348万円(14.0%)

使用料および手数料、繰入金など
31億4,674万円(4.7%)

市債（臨時財政対策債を除く）
13億5,650万円(2.0%)

一般財源

特定
財源

義務的
経費

任意的
経費

令和
元年度 小平市の財政事情 問合せ　財政課

☎０４２（３４６）９５０４

小平市には、一般会計のほかに3つの特別会計（国
民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業）
があり、歳入合計が前年度比2.0％増、歳出合計が
前年度比2.0％の増となりました。
代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入
では、市債は減となりましたが、繰入金や都支出金
などが増となったため、前年度比2.1％の増となり
ました。
一方、歳出では、衛生費や教育費などが減となりま
したが、総務費や民生費、土木費などは増となり、
前年度比1.9％の増となりました。

決算の特徴

一般会計決算を家計に例えて、小平市と多摩地区の
他市を、小平家と同じ人数の他家として１年間の家
計簿を作成しました（表２参照）。
小平家は、家族の人数が同じ他家に比べて、収入、
支出とも小さな額になりました。その要因は、市税
（給料）などが少ない分、人件費（生活費）や扶助
費（学費・医療費）、普通建設事業費（家屋の増改築）
などを抑えているためです。

小平家・他家（２６市平均）の家計簿

ふるさと納税で市の歳入 ３億 ７,８０１ 万円が失われました（市民が他の自治体へ寄付したふるさと納税額 ３億 ８,１２３ 万円、小平市に寄付されたふるさと納
税額 ３２２ 万円）。

表 ３　小平市の財政指標

表 ２　小平家・他家（２６市平均）の家計簿

グラフ １　一般会計歳入・歳出の状況

表 １　令和元年度一般会計・特別会計 ３事業の決算状況

令和元年度の小平市の財政指標は表３のとおりで
す。健全化判断比率は各指標とも健全な数値となっ
ています。経常収支比率は、90％を超える数値で
推移しており、財政は硬直化しています。

小平市の財政指標

項　　目 令和元年度（平成３０年度） 説　　　明

財政力指数 ０.９７３（０.９７６）
０.９７２（０.９７３）

財政力の強弱を示す数値です（上段：３か年平均、下段：単年度）。単年度で １を超えるほど財源に余裕があり、
普通交付税の不交付団体となります。令和元年度は、全国では、１,７１８市町村のうち８５市町村が不交付団体です。

経常収支比率 ９３.７％（９２.７％） 財政構造の弾力性を測定する比率です。高いほど財政運営が硬直化しており、政策的に使えるお金が少ないこと
を示します。小平市の経常的な収入のうち、政策的な経費に使えるお金は６.３％であることを表しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ―（―） 一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１１.６０％を超えると警戒ラ
インです。

連結実質赤字比率 ―（―） 一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１６.６０％を超える
と警戒ラインです。

実質公債費比率 １.７％（１.２％） 一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率です（ ３か年平均）。
２５.０％を超えると警戒ラインです。

将来負担比率 ―（―） 一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
です。３５０.０％を超えると警戒ラインです。

資金不足比率 ―（―） 小平市下水道事業会計における資金不足額の、事業規模に対する比率です。２０.０％を超えると警戒ラインです。
＊上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が、算定されないことを表し、また、将来の負担が少ないため将来負担比率が算定さ
れないことを表します。

安全・安心で、いきいきとしたまちをめざして
・防災行政無線のデジタル化改修
・避難所へのマンホールトイレの整備
・鈴木遺跡国指定史跡化などの推進
快適で、ほんわかとするまちをめざして
・特別緑地保全地区用地の取得
・新堀用水のり面・胎内堀保全改修
・公共下水道長寿命化対策・公共下水道雨水整備の推進
・家庭ごみ有料化・戸別収集への移行
・リサイクルセンターの更新
健康で、はつらつとしたまちをめざして
・学童クラブの充実
・認可保育園（私立保育園）の新設
・ひとり親家庭・生活困窮者学習支援事業の充実
・障がい者グループホームの自立支援給付費などの支援
・学校施設の整備
・花小金井南中学校地域開放型体育館の建設
・学校における働き方改革
・東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会へ向
けた気運醸成
住みやすく、希望のあるまちをめざして
・	小川駅西口地区および小平駅北口地区再開発事業の推進
・	市道の無電柱化に関する検討
・	道路整備事業の充実
・	都市農業活性化支援事業
・	プレミアム付商品券事業
・	観光まちづくりの推進
健全で、進化するまちをめざして
・	（仮称）小平市第四次長期総合計画の策定
・市民窓口業務の改善
・住民情報システムの再構築
	・下水道事業の地方公営企業会計への移行
・公共施設マネジメントの推進

主な事業

区　　分 歳　　入 前年度比（％） 歳　　出 前年度比（％）

一般会計 ６７７億円 ２.１ ６５５億 ７ 千万円 １.９

特
別
会
計

国民健康保険事業 １７０億 ９ 千万円 △１.６ １６９億 ７ 千万円 △１.３

後期高齢者医療 ４３億 ３ 千万円 ２.４ ４３億 １ 千万円 ２.６

介護保険事業 １３６億 ８ 千万円 ６.０ １３４億 ６ 千万円 ６.３

合　　計 １,０２８億 １ 千万円 ２.０ １,００３億 ２ 千万円 ２.０
※端数四捨五入により合計が合わない場合があります。

１年間の収入

収入内容 小平家 他家
（２６市平均）

市税（給料） ３１９万円 ３４４万円
各種譲与税、交
付金（諸手当） ４５万円 ４６万円
分担金・負担
金、使用料及び
手数料（アルバ
イト収入）

２０万円 ２０万円

地方交付税・
国・都支出金（実
家からの仕送
り）

２２３万円 ２５８万円

財産収入（古物
売払い） ６万円 １２万円
繰越金（財布の
中身） ２０万円 ２２万円
稼ぎの計 ６３３万円 ７０２万円
繰入金（貯蓄取
り崩し） １９万円 ２２万円
市債（ローン借
入金） ２５万円 ３６万円

収入計 ６７７万円 ７６０万円

１年間の支出

支出内容 小平家 他家
（２６市平均）

人件費（生活費） ９３万円 １００万円
扶助費（学費、
医療費） ２１９万円 ２３２万円
公債費（ローン
返済金） ３５万円 ３８万円
物件費、維持補
修費（被服費、
消耗品）

１０６万円 １２０万円

補助費等（自治
会費） ８８万円 ７４万円
積立金（貯金） ２２万円 ２４万円
繰出金（仕送り） ６１万円 ７９万円
普通建設事業費
（家屋の増改築
など）

３２万円 ７０万円

支出計 ６５６万円 ７３７万円
※普通会計ベース。
※他家の数値は、２６市の総計をもとに小平
市の人口規模に合わせて算出しました。
※１万分の１に縮尺、１万円が実際の１億円に
なります。

グラフ ２　市債現在高の推移
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市債残高は、平成２９年度から令和元年度
までの ３年間で１４億円増加し、２８１億円
になりました。
市民 １人当たりで見ると約１４万 ４ 千円に
なります。

グラフ ３　基金現在高の推移
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その他公共施設整備基金
職員退職手当基金財政調整基金

基金現在高は平成２９年度から令和元年度
までの ３年間で ５億円増加し、１２８億円
になりました。
市民一人当たりで見ると約 ６万 ５千円に
なります。

令
和
２
年
１２
月
採
用

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
方

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
企
業
な
ど
か
ら
内
定
を
取
り
消
さ
れ

た
方
ま
た
は
雇
止
め
に
な
っ
た
方
を
対
象

に
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
採
用
予
定
人
数
な
ど　
▽
職
種
…

副
校
長
補
佐

▽
採
用
予
定
人
数
…
１
人

▽
主
な
勤
務
内
容
…
小
平
第
四
小
学
校
で

の
副
校
長
補
佐
業
務
、
週
３
〜
５
日
勤
務

▽
応
募
資
格
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
企
業
な
ど
か
ら
内
定
を

取
り
消
さ
れ
た
方
ま
た
は
雇
止
め
に
な
っ

た
方

※
勤
務
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　
採
用
申
込
書
（
縦
４
㌢
㍍
×

横
３
㌢
㍍
の
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）、
受

験
票
、
返
信
用
封
筒
（
本
人
の
あ
て
先
を

記
載
し
、
８４
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）、

若
い
う
ち
か
ら
身
に
つ
け
る

正
し
い
足
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

健
康
づ
く
り
講
演
会

　
靴
の
か
か
と
が
偏
っ
て
す
り
減
っ
て
い

る
、
足
に
む
く
み
や
冷
え
が
あ
る
な
ど
と

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
歩
く
と
き
、
足
に
は
体
重
の
２
〜
３
倍

の
負
担
が
か
か
り
、
酷
使
さ
れ
続
け
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
続

け
る
た
め
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
足
の
専

門
医
が
お
伝
え
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１５
日
（
日
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分　
９
時
４０
分
受
付

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

※
保
育
あ
り
ま
す
（
６
か
月
以
上
、
先
着

順
）。

定　
員　
３０
人

持
ち
物　
参
加
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、

筆
記
用
具

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
編

大
人
の
た
め
の
運
動
教
室

　
仕
事
や
家
事
で
忙
し
く
て
運
動
す
る
時

間
が
な
い
方
、
日
常
生
活
の
中
の
隙
間
時

間
を
利
用
し
て
運
動
し
ま
せ
ん
か
。
い
す

に
座
っ
て
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心

に
、
体
を
ほ
ぐ
す
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し

ま
す
。

と　
き　
１１
月
９
日
（
月
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分　
９
時
４０
分
か
ら
受
付

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
在
住
の
方

※
初
め
て
の
方
を
優
先
。

定　
員　
１５
人

離
職
票
や
企
業
な
ど
か
ら
内
定
を
取
り
消

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し

※
採
用
試
験
要
項
・
申
込
書
は
、
小
平
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、
送
付
で
請
求
も
で
き
ま
す
。
送

付
で
請
求
す
る
場
合
は
、
応
募
職
種
を
明

記
の
う
え
、
百
２０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
角
型
２
号
）
を
同
封
し
て
問
合

せ
先
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
１０
月
３０
日
（
金
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持

参
ま
た
は
送
付

問
合
せ　
職
員
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
１

４
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト

こ
だ
い
ら
を
募
集

ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

　
ク
リ
ー
ン
メ
イ
ト
こ
だ
い
ら
（
廃
棄
物

減
量
等
推
進
員
）
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
住
む
地
域
で
ご
み
の
減
量
と
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
の
指
導
的
な
役
割
を
担
う
方

で
す
。

　
ご
み
減
量
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
出
し

や
、
３
Ｒ
（
ご
み
を
減
ら
す
、
繰
り
返
し

使
う
、
再
資
源
化
す
る
）
活
動
の
情
報
交

換
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発
活
動
な
ど

を
し
ま
す
。

　
任
期
は
、
１２
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
１１

月
３０
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

申
込
み　
資
源
循
環
課
へ
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
３
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
市
内
の
各
駅
で
実
施
す
る
喫
煙
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
歩
き
た
ば
こ
や

吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど
、
喫
煙
マ

ナ
ー
向
上
の
呼
び
掛
け
や
駅
周
辺
の
清
掃

を
し
ま
す
。

日　
程　
▽
１１
月
５
日
（
木
）　
花
小
金

井
駅
、
小
川
駅
、
一
橋
学
園
駅

▽
１１
月
６
日
（
金
）　
小
平
駅
、
鷹
の
台

※
保
育
あ
り
ま
す
（
６
か
月
以
上
、
先
着

順
）。

内　
容　
保
健
講
話
、
運
動
実
技

持
ち
物　
参
加
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、

飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

自
宅
で
で
き
る
元
気
体
操

家
族
介
護
教
室

　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
を
控
え
、
運
動
不
足

を
感
じ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
体
操
を
学

び
、
介
護
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
１１
月
９
日
（
月
）　
午
後
２
時

〜
３
時

と
こ
ろ　
上
水
新
町
地
域
セ
ン
タ
ー
集
会

室対　
象　
市
内
在
住
の
方

定　
員　
２０
人

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や
き
の
郷
へ
（
先

着
順
）
☎
０４２
（
３
４
９
）
２
３
２
１

こ
だ
健
体
操
教
室

　
こ
だ
健
体
操
は
、
足
・
腰
の
筋
力
強
化

と
、
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
能
力
向
上
を
目
的

と
し
た
体
操
で
す
。

　
教
室
で
は
、
こ
だ
健
イ
ス
体
操
や
、
座

っ
た
ま
ま
で
き
る
簡
単
な
運
動
を
し
ま

す
。

と　
き　
１１
月
１７
日
（
火
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分　
１
時
４５
分
受
付

と
こ
ろ　
小
川
西
町
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
の
方

※
初
め
て
の
方
を
優
先
。

定　
員　
１０
人

持
ち
物　
参
加
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、

飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１

市
長
と
市
内
を
巡
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
市
内
の
見
ど
こ
ろ
を
巡
り
な
が
ら
、
市

長
と
話
し
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
、
鈴
木
遺
跡
資
料
館
で
説
明
を

聞
き
、
見
学
し
た
後
、
鈴
木
遺
跡
保
存
区

な
ど
を
巡
っ
て
今
も
残
る
当
時
の
痕
跡
を

た
ど
り
ま
す
。

と　
き　
１１
月
７
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
正
午

集　
合　
午
前
１０
時　
鈴
木
遺
跡
資
料
館

前定　
員　
１５
人

申
込
み　
市
民
課
へ（
電
話
可
、先
着
順
）

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
０
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▪
パ
ソ
コ
ン
教
室　
１２
月
の
募
集

コ
ー
ス　
自
由
コ
ー
ス
（
受
講
内
容
は
自

由
に
選
べ
る
個
人
授
業
方
式
）

※
年
賀
状
の
作
成
も
自
由
コ
ー
ス
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対　
象　
中
学
生
以
上

※
受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
公
共
施
設
な

ど
に
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
１１
月
１２
日
（
木
）
ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
コ
ー
ス
名
を
記
入
の
う

え
、小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
〒

１８７
︱
０
０
３
１　
小
川
東
町
４
︱
２
︱

１
）
へ
☎
０４２
（
３
４
４
）
２
１
２
０
、

Aksc０８@opal.ocn.ne.jp

駅
、
新
小
平
駅

※
い
ず
れ
も
午
前
７
時
３０
分
か
ら
８
時
３０

分
ま
で
。

申
込
み　
環
境
政
策
課
へ
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
３
６
（
電
話
可
）

緊
急
地
震
速
報

訓

練

放

送

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
市
で
は
、
国
と
合
同
で
地
震
や
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
な
ど
の
緊
急
情
報
を
伝
え
る

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
訓
練
放
送
を
し
ま
す
。
音
声
は
、

防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、
身
を
守
る
た

め
の
訓
練
を
す
る
な
ど
地
震
発
生
初
動
時

の
対
応
の
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
５
日
（
木
）　
午
前
１０
時

ご
ろ

内　
容　
（
チ
ャ
イ
ム
）「
こ
ち
ら
は
、

防
災
小
平
で
す
。
た
だ
い
ま
か
ら
訓
練
放

送
を
行
い
ま
す
」（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ

イ
ム
）、「
緊
急
地
震
速
報
。大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す（
３

回
繰
り
返
す
）」、「
こ
ち
ら
は
、
防
災
小

平
で
す
」（
チ
ャ
イ
ム
）

※
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内
容
は
、

訓
練
放
送
実
施
後
か
ら
一
定
時
間
、
電
話

で
確
認
で
き
ま
す
（
自
動
音
声
応
答
サ
ー

ビ
ス
☎
０４２
（
３
４
１
）
０
７
９
３
）。

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の

更

新

工

事

防
災
行
政
無
線

　
市
で
は
、
災
害
時
な
ど
の
情
報
伝
達
手

段
と
な
る
防
災
行
政
無
線
を
、
昨
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
に
か
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
に

更
新
し
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
作

業
車
両
な
ど
近
隣
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
に
実
施
す
る
場
所
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

※
工
事
実
施
時
期
な
ど
は
、
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　
象　
小
平
第
一
・
第
四
・
第
六
・
第

十
三
・
鈴
木
小
学
校
、
小
平
第
四
・
第
五

中
学
校
、
中
央
公
園
（
津
田
町
１
︱
１
︱

１
）、
上
水
新
町
第
１
公
園
（
上
水
新
町

１
︱
１２
︱
３７
）、
鈴
木
街
道
公
園
（
鈴
木

町
２
︱
７
６
６
）、
美
園
第
２
公
園
（
美

園
町
３
︱
１８
︱
１５
）、
建
設
事
業
所
（
津

田
町
３
︱
３４
︱
８
）、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
小
平
消
防
署
小
川
出
張
所

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

災
害
時
の
避
難
所
に
関
す
る

協

定

を

締

結

　
市
と
社
会
福
祉
法
人
小
平
晴
風
会
は
、

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
、
連
携
、
協
力
し
て
、
福

祉
施
設
内
に
福
祉
避
難
所
を
設
置
し
、
要

配
慮
者
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
で
要
配
慮
者

が
日
常
生
活
に
支
障
な
く
避
難
生
活
を
送

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

再
就
職
支
援
や

起

業

講

座

女
性
対
象

▪
女
性
の
再
就
職
支
援
事
業　
お
仕
事
復

帰
プ
ロ
グ
ラ
ム　
参
加
者
を
募
集

　
結
婚
、
出
産
、
介
護
な
ど
を
き
っ
か
け

に
離
職
し
た
女
性
を
対
象
に
、
再
就
職
を

支
援
し
ま
す
。

　
研
修
と
職
場
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
自

分
ら
し
い
働
き
方
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
▽
事
前
説
明
会
…
１１
月
１０
日

（
火
）　
午
前
１０
時
〜
正
午

▽
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
…
１１
月
１７
日
〜
２６

日
の
火
曜
・
木
曜
日　
午
前
１０
時
〜
正
午

　
全
４
回

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

定　
員　
２０
人

※
保
育
あ
り
ま
す
（
先
着
順
、
申
込
み
先

へ
）。

申
込
み　
株
式
会
社
シ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス
小

平
市
女
性
再
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
事
務
局

へ
（
先
着
順
）
☎
０
４
２
（
５
１
２
）
９

９
５
８

▪
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座　
学
ん
で
実
践　
女

性
の
た
め
の
起
業
講
座

　
事
業
ア
イ
デ
ア
は
あ
る
け
れ
ど
、
ま
だ

内
容
が
漠
然
と
し
て
い
る
方
の
た
め
に
、

構
想
の
具
体
性
を
上
げ
て
、
強
い
コ
ン
セ

プ
ト
を
作
り
ま
す
。

　
講
座
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ

ー
ム
）
を
使
い
、
自
宅
で
受
講
で
き
ま

す
。

と　
き　
１１
月
１０
日
〜
１２
月
８
日
の
火
曜

日　
午
前
１０
時
〜
正
午　
全
５
回

対　
象　
創
業
を
考
え
て
い
る
、
ま
た
は

創
業
５
年
以
内
の
女
性

定　
員　
８
人

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）

※
参
加
者
に
は
、
講
座
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
メ
ー

ル
し
ま
す
。

H
検
索　
マ
イ
ス
タ
イ
ル
小
平

問
合
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
イ
ス
タ
イ
ル
☎

０４２
（
３
１
２
）
１
７
８
９

ま
ち
巡
り
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

こ

だ

い

ら

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

　
ガ
イ
ド
が
解
説
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

▪
青
梅
街
道
（
市
内
西
部
）
を
巡
る

　
江
戸
時
代
か
ら
発
展
し
て
き
た
旧
小
川

村
の
歴
史
・
文
化
（
用
水
路
・
神
社
・
寺

院
・
た
か
ら
道
な
ど
）
を
青
梅
街
道
に
沿

っ
て
、
約
４
・
５
㌔
㍍
歩
き
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１４
日
（
土
）　
荒
天
中
止

集　
合　
午
前
９
時
３０
分　
西
武
線
東
大

和
市
駅
改
札
口

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
西
武
線
青
梅

街
道
駅
。

▪
花
小
金
井
駅
か
ら
鈴
木
遺
跡
周
辺
を
歩

く
　
範
多
農
園
跡
地
、
海
岸
寺
、
玉
川
上
水

散
策
路
、
鈴
木
遺
跡
ま
で
約
４
㌔
㍍
歩
き

ま
す
。

と　
き　
１２
月
１２
日
（
土
）　
荒
天
中
止

集　
合　
午
前
９
時
３０
分　
西
武
線
花
小

金
井
駅
南
口

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
鈴
木
遺
跡
資

料
館
。

︱
︱
共　
通
︱
︱

費　
用　
５
百
円

定　
員　
各
８
人

申
込
み　
１０
月
２１
日
（
水
）
の
午
前
９
時

か
ら
、
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
こ
だ
い
ら
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３

１
２
）
３
９
５
４
、
Ainfo@kodaira-

tourism.com

東
吹
・
楽
し
い
・
ト
リ
オ

木
管
楽
器
の
演
奏

▪
ル
ネ
こ
だ
い
ら
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ

ー
ト

　
東
京
吹
奏
楽
団
の
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
サ
ッ
ク
ス
の
木
管
楽
器
３
人
組

が
、
平
日
の
昼
間
の
１
時
間
、
名
曲
を
ト

ー
ク
付
き
で
贈
り
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１９
日
（
木
）　
正
午
開
演

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
５
百
円
（
全
席
指
定
、
前
売
り

券
の
み
販
売
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　
目　
ラ
ヴ
ラ
ン
ド「
ユ
ー・レ
イ
ズ・

ミ
ー
・
ア
ッ
プ
」、
ロ
ウ
「
踊
り
明
か
そ

う
」、
久
石
譲
「
サ
マ
ー
」
ほ
か

申
込
み　
１０
月
１９
日
（
月
）
の
午
前
９
時

か
ら
、
電
話
で
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０

０問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

フ
レ
ッ
シ
ュ
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

▪
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２
百
５０
周
年
記

念　
東
京
フ
ィ
ル　
運
命

と　
き　
１１
月
１４
日
（
土
）　
午
後
３
時

開
演

※
午
後
２
時
２５
分
か
ら
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ

ン
サ
ー
ト
。

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
Ｓ
席
４
千
５
百
円
、
Ａ
席
４
千

円
、
Ｂ
席
３
千
５
百
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出　
演　
角
田
鋼
亮
（
指
揮
）、
外
村
理

紗
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
東
京
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
（
管
弦
楽
）

曲　
目　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
交
響
曲
第

５
番
ハ
短
調
運
命
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
ニ
長
調

主　
催　
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
（
東
京

文
化
会
館
）、
小
平
市
文
化
振
興
財
団

協　
力　
東
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
業
協
同

組
合

申
込
み　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

東

京

打

撃

団

和
太
鼓

　
懐
か
し
く
て
新
し
い
和
太
鼓
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
東
京
打
撃
団
。
圧
倒
的
な
音
圧

と
、
繊
細
な
演
奏
で
楽
し
く
舞
台
を
駆
け

巡
る
ス
テ
ー
ジ
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１１
月
２９
日
（
日
）　
午
後
４
時

開
演

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
３
千
５
百
円
（
全
席
指
定
）

※
４
歳
以
上
入
場
可
。

出　
演　
東
京
打
撃
団

申
込
み　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

小
平
市
国
際
交
流
協
会

▪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

　
小
平
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
翻
訳
や

通
訳
、
こ
ど
も
日
本
語
学
習
支
援
教
室
、

外
国
人
防
災
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
方
は
、
説

明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
説
明
会

は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー
ム
）

で
実
施
し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
２１
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
正
午

対　
象　
１８
歳
以
上
で
多
文
化
共
生
に
関

心
が
あ
る
方

内　
容　
①
公
的
文
書
の
外
国
語
へ
の
翻

訳
、
学
校
や
保
育
園
・
市
役
所
で
の
通
訳

②
外
国
出
身
の
小
・
中
学
生
向
け
初
歩
の

日
本
語
指
導
と
教
科
指
導
（
指
導
は
原
則

日
本
語
）

③
外
国
人
防
災
の
啓
発
事
業
の
企
画
運
営

や
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

※
活
動
日
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
１１
月
１９
日
（
木
）
の
午
後
５
時

ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
に
希
望
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
内
容
（
①
〜
③
）、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

※
参
加
者
に
は
、
講
座
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ

ー
ド
を
メ
ー
ル
し
ま
す
。

H
検
索　
小
平
市
国
際
交
流
協
会

問
合
せ　
小
平
市
国
際
交
流
協
会
☎
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８
、
Ainfo@kifa-

tokyo.jp


